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          ～仲間とともに高めあい 豊かな学びと心を大切にする学校～ 

 

  あいさつ（挨拶）の持つ力   
6月の下旬に、地域の方と懇談する機会がありました。その中で新堂中生が「気持ちのよいあいさつを

してくれる」という話題になりました。登下校時に「何回か声をかけても最初は、返事がなかったが、数

回続けているとあいさつが返ってくるようになった」、「今では、自ら進んで元気にあいさつをしてくれ

る」「下校時に、おかえりと声をかけると、どう返してよいか戸惑っていたが、今では、ただいまと大き

な声で返してくれる」などお話いただきました。一様に、「中学生とあいさつを交わすことで、清々しい

気分になれて元気をもらっている」ということを伝えていただきました。今までにも、地域の方、数人か

らそのような話を聞いたことはありましたが、常盤学区も笠縫東学区もその会に参加されていたたくさ

んの方から、同様のことを聞き、新堂中校区のあちこちで、地域の方とのあいさつが交わされ、つながり

がうまれていることを本当にうれしく、また新堂中生を頼もしく感じました。 

 

あいさつには、人の心を動かす大きな力があります。自分の心を開いて相手を尊重する態度は相手を認

めることにつながり、あいさつをきっかけに会話が生まれ、話題が膨らんでいく中で関係性を築いてい

くこともできます。また、感謝の気持ちを伝えることもできるものです。みなさんの習慣化したあいさつ

は、自分の世界を広げるだけでなく、周囲の人の気持ちを明るく、前向きにさせてくれる、とても大きな

意味を持つものなのです。 

「人の役に立つこと」や「人から必要とされること」は、自分たちの暮らしの中の大きな原動力になるも

ので、自分では気づいてなくても、どの人にもそんな力が必ず備わっているのだと思います。 

 

間もなく夏休みに入り、家庭や地域で過ごすことが多くなります。家庭や地域の一員として、周囲に明

るさや元気を届けることのできる新堂中生であることを願っています。交通安全や健康に留意し、夏休

みだからこそできることに挑戦してみてください。 

 

余談にはなりますが、あいさつを漢字でしっかりと書くこ

とができますか。ほとんど使わない漢字なので難しいのでは

ないでしょうか。元をたどると修行している禅僧が、お互い

の修行の深さを図るために、修行中に言葉を交わしたことか

ら生まれた漢字だそうです。興味のある人は、また調べてみ

てください。 

  
６月２８日(火) 花の植え替え作業の様子です。

100人を越える人が協力してくれました。 



 

図書委員会主催 校内ビブリオバトルが行われました！ 

7 月５日（火）の放課後、図書室で校内ビブリオバトル（知的書評合 

戦）が行われ、６人のバトラーが参加し、自分のお気に入りの本を紹介 

しました。とても熱のこもった紹介で、それぞれの本の面白さが伝わっ 

てきました。結果は、チャンプ本には、「死神うどんカフェ１号店」が 

選ばれました。図書委員会のこの企画は「時間をみつけて本を読んでみ 

よう」と思える、とても素晴らしい取組だと思いました。 

新堂スケッチ ～さまざまな学びや活動の様子から～ 

6月 24日(金)３年生 高校出前授業 

 ６月２４日（金）の午後、８つの高校の先生に来校い

ただき一人２種類の授業を受けました。自分の進路を考

えるきっかけとなる貴重な機会でした。授業の内容を紹

介します。 

① 化学・・「乳化の実験」 

② 社会・・「主権者教育」 

③ 家庭・・「小物づくり」 

④ 古典・・「守山はなぜ守山」 

⑤ 数学・・「集合と命題」 

⑥ 英語・・「英会話」 

⑦ 生物・・「ものの見え方」 

⑧ 情報・・「ドローンと 

 プログラミング」  

6月 28日(火) 全校道徳 

４月に生徒会のみなさんが演じた道徳劇「グッド 

バイ マイ・・」を各学級で視聴しました。 

その後、各学級で「未来を切り拓くために大切なこ

と」について考える道徳の授業を行いました。生徒会

のみなさんが発信してくれた劇をもとに、全校生徒

が同じテーマで考える全校道徳の時間を大切にして

い              いきたいですね。 

授業中に仲間とと

もに自分自身で考

えた「未来を切り

拓くために・・」を

是非とも実践して

みてください。 

 

 

７月５日（火）１年生 人権学習  

～ＬＧＢＴＱの講演会～ 

 ＬＧＢＴ活動家の藤原 

直さんにお越しいただき、

性の多様性につての学習

をしました。幼い時からの

経験談をもとに、高校時代 

に自分の思っていることが言えずに苦しかったこと、友

人にカミングアウトした時に受け容れてもらい安心で

きたこと等をわかりやすく伝えていただきました。「性

は十人十色」「自分らしく生きることが１番大事」「カミ

ングアウトされたらどう対応する」などたくさんのこと

を学び今後につなげていける貴重な機会が持てました。 

 

７月５日（火）２年生 性教育講演会 

 助産師である伊藤 あさゑ 

さんから「大人に近づく心と 

体」についてのお話を聞きま 

した。皆さんは、今、思春期 

真っ只中で、周りからどのように見られているかが

気になったり、自分の気持ちをコントロールする難

しさを感じる時期でもあります。性に対して興味本

位ではなく正しく理解すること、そして相手には 

思いやりもを持って接す 

ること、話し合うことが 

大事であることを伝えて 

いただきました。 

 


